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栄養健康研究会 

 
【栄養研究部会】 

1, 2 月 第 8 回 ILSI Japan ライフサイエンスシンポジウム開催 
2 月 20 日、13:00－18:00、於アーバンネット神田カンファレンス 
・ 主題：「健康寿命の延伸につなげる行動変容の新たな切り口」 
・ 副題：「ライフステージにおけるヘルスリテラシーの構築へ」 
・ 演者：国立栄研 澤井享先生、東大 石川ひろの先生、女子栄大 堀江修一先生、東北大 笹

野高嗣先生、筑波大 征矢英昭先生。 
・ 参加者 90 名。 

3, 4 月 1. 部会全体会議（3 月 18 日 15 時－17 時、於 ILSI 会議室、出席者 15 名）。 
議題：第 8 回ライフサイエンスシンポジウム総括、14 度研究部会活動について、栄

養とエイジング国際会議の企画への参加の仕方について、ほか。 
2. 栄養とエイジング国際会議の演者探索作業 

5, 6 月 1. フラッシュレポート原稿提出：第 8 回ライフサイエンスシンポジウムのフラッシュレ

ポート原稿を提出した（5 月 15 日）。 
2. 第 2 回部会全体会議（5 月 20 日 15 時－16 時 30 分、於 ILSI 会議室、出席者 10 名）。

議題：栄養とエイジング国際会議の推薦演者候補の絞り込み。 
3. 第 3 回部会全体会議（6 月 18 日 16 時－17 時、於 ILSI 会議室、出席者 13 名）。議題：

第 2 回栄養とエイジング国際会議プログラム委員会報告とプログラム案の部会内検討。

セッション毎の担当者について。 
次回部会予定：7 月末 

7, 8 月 1. フラッシュレポート：第 8 回ライフサイエンスシンポジウムのフラッシュレポートの

「イルシー」誌第 118 号収載。 
2. 第 4 回部会全体会議（7 月 28 日（月）15 時－17 時 00 分、於 ILSI 会議室、出席者 13

名）。議題：第 2 回栄養とエイジング国際会議プログラム委員会報告とプログラム案

の部会内検討。セッション毎の担当者の配置について。 
3. 第 2 回栄養とエイジング国際会議準備関連：プログラム案のセッション別仕上げに向

けた検討会開催（9 月半ばまで）調整。 
次回全体会合予定：10 月 21 日（火） 

9, 10 月 1. 栄養とエイジング国際会議関連 
① セッション別会議：プログラム委員会代表者およびセッション担当プログラム委員と

担当部会員によるプログラムのブラッシュアップ作業を下記の会合にて実施した。セ

ッションタイトル、プログラム構成、演者候補等の調整を図った。 
・ 先制医療としての栄養の最適化セッション（9/1、ILSI 会議室） 
・ 不活動の生理学セッション（9/5、ILSI 会議室） 
・ 食事の脳・神経機能セッション（9/9、国立健康栄養研究所） 
・ 和食セッション（9/9、国立健康栄養研究所） 
・ 腸内細菌の研究展望セッション（9/16、ILSI 事務局） 
② 演者候補への講演依頼作業（継続中） 
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2. 栄養研究部会全体会合（10/21、ILSI 会議室、出席者 13 名） 
議題：栄養とエイジング国際会議プログラム進捗報告、セッション会議報告、部会活動に

ついての意見交換。 
11, 12 月 認知機能ワーキンググループ勉強会講師交渉（12/23） 
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